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私たちの日常生活は、脳の複雑な働きによって支えられています。では、この脳の働きというのは

一体どのようなものなのでしょうか？こうした疑問にアプローチするためには、進化のうえで人間と非

常に近いサルを用いて研究を行うことが大変有意義です。 

 私たちは、目にしたものから関連したものを自身の記憶の中から思い出すことができます。小さ

い頃のアルバムを見て、当時の出来事などを思い出した経験は多くの方がされていると思います。

本発表では、「ものを見て、ものを思い出す」際に、脳領域間や皮質層間といった空間スケールで

あるメゾスコピックスケールの記憶神経回

路がどのように動作するのか調べたサルの

研究をご紹介したいと思います。合わせ

て、私がこれまでどのようにサル研究に携

わってきたのか自身の経験をご紹介するこ

とで、サルを用いた脳科学研究の魅力をお

伝えしたいと思います。 

図の説明 脳領域間にまたがる記憶信号の皮質層経路  


